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［
論
稿
］

関
東
大
震
災

被
災
・
救
援
・
復
興
の
証
言
ー
渋
沢
栄
一
、
後
藤
新
平
、
な
ら
び
に
そ
の
周
辺
ー

永
冶
日
出
雄

第
八
章

九
月
八
日

貴
衆
両
院
か
ら
の
協
力
と
在
日
外
国
人
へ
の
支
援

震
災
第
四
日
内
務
大
臣
後
藤
新
平
か
ら
救
援
政
策
参
与
の
依
嘱
を
承
け
た
渋
沢
栄
一
は
、
以
後
連
日
に
わ
た
り
協
調
会
館
や
商
業

会
議
所
で
対
応
策
を
協
議
し
た
が
、九
月
八
日
貴
族
院
議
長
徳
川
家
達
お
よ
び
衆
議
院
議
長
粕
谷
義
三
か
ら
連
携
の
提
言
が
な
さ
れ
、

救
済
機
構
の
大
同
団
結
、
大
震
災
善
後
会
の
結
成
へ
と
進
捗
す
る
。
本
稿
の
主
要
な
史
料
、
渋
沢
栄
一
「
大
震
災
の
追
想
と
所
感
」

と
部
分
的
に
重
複
す
る
が
、
十
一
月
四
日
龍
門
社
例
会
で
な
さ
れ
た
彼
の
演
説
に
は
そ
の
経
緯
が
や
や
詳
し
い
。

善
後
会
結
成
の
経
緯
（
渋
沢
栄
一
）

三
日
の
日
に
新
内
閣
が
出
来
ま
す
と
、
早
速
内
務
大
臣
か
ら
、
相
談
し
た
い
事
が
あ
る
か
ら
出
て
呉
れ
ろ
と
い
ふ
こ
と
で
、

救
護
事
務
局
へ
呼
び
出
さ
れ
ま
し
て
、
こ
こ
に
に
初
め
て
、
い
ろ
い
ろ
震
災
そ
の
他
の
事
に
就
て
の
状
況
も
聞
き
、
尚
ほ
ど
う

も
こ
の
場
合
は
、
お
前
等
に
力
を
入
れ
て
貰
ひ
た
い
と
思
ふ
、
殊
に
協
調
会
の
働
き
に
就
て
は
、
渋
沢
を
労
す
る
が
宜
い
と
思

つ
て
御
相
談
を
す
る
次
第
で
あ
る
、
と
い
ふ
や
う
な
話
で
あ
り
ま
し
た
。
私
も
至
極
然
る
べ
き
事
と
思
ひ
ま
し
た
か
ら
微
力
何

等
の
効
能
も
な
し
ま
す
ま
い
け
れ
ど
も
、
併
し
一
生
懸
命
は
た
ら
き
ま
せ
う
と
申
し
て
、
協
調
会
の
活
動
に
就
て
大
い
に
努
力

を
致
し
た
訳
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
協
調
会
の
働
き
は
ま
ア
第
一
に
は
炊
出
し
を
や
る
と
か
、
或
は
情
報
の
案
内
を
す
る
と
か
、

「
青
淵
先
生
演
説
速
記
集
（
三
）」『
渋
沢
栄
一
伝
記
資
料
』
第
四
三
巻
、
一
六
一
頁
。

①
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若
く
は
病
院
を
つ
く
る
と
か
、
避
病
院
を
建
て
る
と
か
、
さ
う
い
ふ
や
う
な
事
で
今
な
ほ
汲
々
と
し
て
努
め
て
居
り
ま
す
。

続
い
て
、
こ
れ
は
ど
う
し
て
も
政
府
の
救
護
事
務
局
ば
か
り
で
は
い
く
ま
い
か
ら
、
仮
令
さ
ま
で
完
全
な
も
の
は
出
来
な
い

で
も
、
一
つ
民
間
の
施
設
が
必
要
で
あ
ら
う
と
い
ふ
考
か
ら
、
そ
の
翌
日
即
ち
五
日
の
日
に
、
商
業
会
議
所
の
会
頭
と
相
談
を

し
て
、
市
内
の
実
業
界
の
有
力
な
方
々
丁
度
四
十
五
・
六
人
の
お
人
に
お
集
り
を
願
つ
て
、
ど
う
し
て
も
こ
れ
は
只
置
け
な
い

こ
と
で
あ
ら
う
か
ら
、
民
設
な
る
救
護
班
若
く
は
経
済
に
対
す
る
恢
復
を
は
か
る
、
一
時
の
も
の
で
あ
る
に
し
て
も
団
体
を
作

つ
た
ら
宜
か
ら
う
、
名
は
何
と
す
る
か
、
方
法
は
如
何
に
す
る
か
打
寄
つ
た
人
々
の
御
評
議
に
依
つ
て
、
委
員
で
も
作
つ
て
委

せ
る
や
う
に
し
た
い
と
い
ふ
考
で
お
集
り
を
願
つ
た
折
柄
に
、
丁
度
そ
の
翌
々
日
で
あ
り
ま
し
た
か
、
八
日
の
日
に
徳
川
・
粕

谷
両
君
が
、
自
分
達
も
さ
う
い
ふ
企
て
を
持
つ
て
居
る
か
ら
、
是
非
共
に
や
る
こ
と
に
し
て
貰
ひ
た
い
も
の
だ
、
実
業
界
の
諸

君
に
異
議
が
無
い
な
ら
ば
、
と
い
ふ
御
相
談
で
あ
り
ま
し
た
、
勿
論
左
様
な
も
の
を
二
つ
も
三
つ
も
立
て
る
よ
り
は
、
む
し
ろ

協
同
し
た
方
が
宜
か
ら
う
と
思
ひ
ま
し
た
か
ら
自
分
は
略
々
御
同
意
を
し
て
、
九
日
の
日
の
寄
合
に
、
大
体
に
於
て
は
実
業
家

側
の
組
織
如
何
と
い
ふ
こ
と
を
御
相
談
し
、
第
二
に
今
の
貴
衆
両
院
の
議
長
か
ら
の
御
注
文
で
あ
る
が
、
共
に
や
る
と
い
ふ
事

は
ど
う
で
あ
る
か
と
い
ふ
事
を
御
相
談
し
ま
し
た
と
こ
ろ
が
、
全
然
ど
ち
ら
も
同
意
で
あ
つ
て
、
即
ち
今
日
の
大
震
災
善
後
会

と
い
ふ
も
の
が
成
立
し
ま
し
た
。
そ
の
大
震
災
善
後
会
に
就
て
は
、
御
列
席
の
皆
様
中
に
も
大
分
御
参
加
下
さ
つ
て
居
る
お
方

も
あ
る
訳
で
あ
り
ま
す
。
①
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の
ち
に
侍
従
と
し
て
昭
和
天
皇
に
仕
え
る
河
井
弥
八
は
、
関
東
大
震
災
の
と
き
貴
族
院
書
記
官
長
の
職
務
に
あ
っ
た
。
九
月
四
日

彼
は
衆
議
院
書
記
官
長
中
村
藤
兵
衛
と
と
も
に
本
所
・
深
川
方
面
の
状
況
を
視
察
す
る
。
惨
憺
た
る
被
災
に
動
転
し
つ
つ
、
ふ
た
り

は
そ
れ
を
貴
族
院
議
長
徳
川
家
達
と
衆
議
院
議
長
粕
谷
義
三
に
奉
告
し
、
政
府
に
よ
る
救
済
に
民
間
の
勢
力
を
加
え
る
必
要
を
進
言

す
る
。
実
業
界
の
有
力
者
に
依
頼
す
べ
く
東
京
商
業
会
議
所
へ
の
会
見
を
予
定
し
た
が
、
そ
れ
に
先
立
っ
て
青
淵
な
る
号
、
渋
沢
栄

一
の
自
邸
を
ま
ず
訪
ね
た
。
以
下
は
実
に
三
四
年
後
、
昭
和
三
二
年
に
雑
誌
『
青
淵
』
へ
寄
せ
ら
れ
た
河
井
の
回
想
で
あ
る
。

大
震
災
の
罹
災
救
護
事
業
（
河
井
弥
八
）

自
分
は
青
淵
先
生
に
は
直
接
お
近
附
き
に
な
つ
て
い
な
か
つ
た
。
関
係
す
る
方
面
が
違
つ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
唯
、
当
時

自
分
は
貴
族
院
書
記
官
長
で
あ
つ
て
議
長
徳
川
家
達
公
の
下
で
勤
め
て
い
た
の
で
、
青
淵
先
生
が
慶
喜
公
の
家
を
再
興
な
さ
つ

た
こ
と
な
ど
、
徳
川
家
の
た
め
、
種
々
骨
を
折
ら
れ
た
事
は
よ
く
存
じ
て
い
た
。

そ
う
い
う
関
係
の
乏
し
か
つ
た
自
分
が
青
淵
先
生
と
接
し
た
の
は
関
東
大
震
災
の
折
の
こ
と
で
あ
つ
た
。
大
震
災
が
起
つ
た

の
は
大
正
十
二
年
九
月
一
日
で
あ
る
が
、
そ
の
四
日
と
思
う
が
、
自
分
は
衆
議
院
書
記
官
長
中
村
藤
兵
衛
君
と
と
も
に
市
内
の

災
害
地
を
ひ
と
わ
た
り
、
破
壊
さ
れ
た
街
路
を
通
つ
て
、
自
動
車
で
行
け
る
所
は
自
動
車
で
、
車
で
行
き
難
い
所
は
徒
歩
で
廻

つ
た
。
到
る
処
惨
澹
た
る
状
況
で
、
本
所
の
被
服
廠
跡
を
初
め
と
し
て
ま
だ
惨
死
者
が
そ
の
ま
ま
で
あ
り
、
負
傷
者
も
飢
餓
の

者
も
何
等
救
護
の
手
が
施
さ
れ
て
い
な
か
つ
た
。

そ
こ
で
自
分
等
両
人
は
、
こ
れ
は
直
ち
に
救
済
の
方
法
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
た
。
事
務
局
に
帰
る
と
す
ぐ
、

議
長
徳
川
公
を
千
駄
ケ
谷
の
邸
に
訪
う
て
こ
う
お
話
し
た
。
当
時
徳
川
公
は
日
本
赤
十
字
社
長
も
兼
ね
て
お
ら
れ
た
の
で
、「
赤

河
井
弥
八
「
大
震
災
当
時
の
罹
災
外
人
救
護
事
業
」『
青
淵
』
第
九
六
号
（
昭
和
三
二
年
三
月
）、
二
八
ー
二
九
頁
。『
渋
沢

①

栄
一
伝
記
資
料
』
第
四
十
巻
、
三
〇
四
ー
三
〇
五
頁
。
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十
字
と
し
て
直
ち
に
罹
災
者
の
救
護
に
当
つ
て
頂
き
た
い
。
そ
の
惨
状
は
一
時
も
猶
予
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
か
ら
即
時
に
、

医
師
と
看
護
婦
と
医
療
品
を
備
え
て
多
数
の
ト
ラ
ツ
ク
を
出
動
さ
せ
て
頂
き
た
い
。
そ
れ
と
同
時
に
、
議
会
と
財
界
の
首
脳
者

と
一
緒
に
な
つ
て
、
臨
時
応
急
の
対
策
を
実
施
す
る
よ
う
に
し
て
下
さ
る
よ
う
」
お
願
い
し
た
。
そ
こ
で
公
の
お
指
図
の
下
に

自
分
は
ま
ず
、
青
淵
先
生
に
御
相
談
す
る
こ
と
と
し
て
王
子
の
邸
へ
お
伺
い
し
た
。

王
子
の
御
邸
に
は
既
に
先
客
が
あ
つ
た
。
そ
れ
は
ク
リ
ス
チ
ヤ
ン
の
人
と
、
も
う
一
人
は
寛
永
寺
の
お
坊
さ
ん
で
あ
つ
た
。

ソ
コ
デ
自
分
は
先
生
に
お
目
に
か
か
る
と
す
ぐ
、
徳
川
公
の
お
使
い
で
伺
つ
た
と
告
げ
、
自
分
は
今
日
罹
災
地
を
一
巡
し
て
直

接
見
た
と
こ
ろ
を
述
べ
、
直
ち
に
救
済
と
復
興
と
に
着
手
し
た
い
、
そ
れ
に
は
議
会
と
財
界
と
一
緒
に
や
つ
て
頂
き
た
い
と
思

う
の
で
、
先
生
に
は
財
界
の
中
心
と
し
て
是
非
立
ち
上
つ
て
頂
き
た
い
と
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
先
生
に
は
直
ち
に
力
強
き
同

意
を
与
え
ら
れ
た
。
①

か
く
し
て
帝
国
議
会
と
実
業
家
団
体
の
提
携
も
進
み
、
大
震
災
善
後
会
が
結
成
さ
れ
る
が
、
こ
の
回
顧
で
と
く
に
想
起
さ
れ
る
の

は
、
在
日
欧
米
人
へ
の
救
済
で
あ
る
。
善
後
会
に
よ
る
欧
米
人
用
学
校
建
設
に
つ
い
て
、
や
や
先
走
る
が
河
井
の
回
想
を
さ
ら
に
続

け
る
。
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こ
の
時
の
こ
と
で
あ
る
が
、
救
済
部
の
義
金
は
日
本
人
救
済
の
み
に
用
い
て
は
不
可
と
い
う
の
で
、
京
浜
間
の
外
人
で
ひ
ど

い
目
に
遭
つ
た
人
達
を
も
何
と
か
救
護
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
つ
て
、
別
に
委
員
を
作
つ
て
事
に
当
つ
た
。

そ
の
委
員
は
次
の
人
達
で
あ
つ
た
。

日
本
側
＝
渋
沢
栄
一

黒
田
清
輝

藤
沢
利
喜
太
郎

阪
井
徳
太
郎

河
井
弥
八

外
人
側
＝
ブ
レ
ー
キ
・
ブ
ル
タ
ー

バ
ー
ト
ン
・
フ
レ
ザ
ー

メ
ー
ソ
ン
・
メ
ー
ジ
ヤ
ー
・
サ
ム
ソ
ム

最
初
の
計
画
は
、
京
浜
在
住
罹
災
欧
米
人
百
五
十
人
を
救
済
す
る
こ
と
と
し
て
バ
ラ
ツ
ク
を
建
て
る
事
で
あ
つ
た
。
こ
れ
が

た
め
建
物
の
敷
地
と
し
て
、
日
本
赤
十
字
病
院
の
向
側
の
羽
沢
所
在
の
御
料
地
を
三
カ
年
無
代
で
拝
借
す
る
こ
と
と
し
善
後
会

か
ら
金
六
万
五
千
円
。
徳
川
公
が
会
長
で
あ
つ
た
震
災
同
情
会
か
ら
金
壱
万
五
千
円
。
他
に
、
震
災
救
護
事
務
局
か
ら
木
材
一
、

八
九
三
石
・
毛
布
・
寝
具
食
器
等
見
積
額
二
万
円
。
合
計
拾
万
円
の
金
品
で
救
護
に
当
つ
た
の
で
あ
る
が
、
羽
沢
の
御
料
地
に

は
既
に
、
無
許
可
で
住
ん
で
い
る
者
が
あ
つ
て
中
々
立
退
か
な
い
。
そ
う
こ
う
し
て
い
る
中
に
外
人
側
か
ら
、
仮
宅
建
築
は
中

止
し
て
学
校
を
建
て
た
い
と
い
う
申
出
が
出
て
来
て
、
そ
の
方
に
変
更
す
る
こ
と
と
な
つ
た
。

こ
の
時
出
来
た
の
が
今
も
あ
る
目
黒
の
ア
メ
リ
カ
ン
・
ス
ク
ー
ル
で
あ
る
。
十
二
カ
国
、
百
三
十
余
名
の
学
生
を
収
容
す
る

予
定
で
、
二
階
建
八
教
室
、
他
に
寄
宿
舎
（
定
員
二
〇
―
二
五
名
）
、
集
会
堂
（
定
員
三
〇
〇
名
）
、
附
属
建
物
（
食
堂
厨
房

・
便
所
等
）
と
い
う
も
の
で
あ
つ
た
。
こ
れ
は
十
三
年
九
月
に
出
来
上
つ
た

大
震
災
の
折
は
ア
メ
リ
カ
を
初
め
と
し
て
外
国
か
ら
の
救
援
が
非
常
に
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。
フ
リ
ー
メ
ー
ソ
ン
か
ら
も
金
が

来
て
い
る
。
そ
う
い
う
際
で
あ
つ
た
か
ら
、
こ
の
京
浜
間
の
欧
米
人
救
済
は
余
り
人
に
は
知
ら
れ
て
い
な
い
が
意
義
深
い
も
の

が
あ
つ
た
の
で
あ
る
。

青
淵
先
生
は
ア
メ
リ
カ
の
財
界
人
に
非
常
に
良
か
つ
た
方
で
あ
つ
た
か
ら
、善
後
会
に
も
大
変
功
績
が
あ
つ
た
事
に
な
ろ
う
。

同
書
。
三
〇
五
頁
。

①
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又
丁
度
こ
の
震
災
の
起
る
前
、
同
年
四
月
頃
か
ら
で
あ
つ
た
が
、
東
京
パ
ン
・
パ
シ
フ
イ
ツ
ク
・
ク
ラ
ブ
と
い
う
会
が
出
来
た
。

毎
週
金
曜
日
の
昼
食
会
で
、
貴
族
院
議
員
井
上
匡
四
郎
子
爵
を
会
長
と
し
、
会
場
は
帝
国
ホ
テ
ル
を
用
い
て
い
た
が
、
こ
の
会

は
実
に
六
百
回
以
上
続
い
て
今
度
の
大
戦
の
前
迄
開
い
て
い
た
。
こ
の
会
に
青
淵
先
生
に
来
て
頂
い
た
事
も
あ
つ
た
。
震
災
の

折
の
京
浜
間
外
人
救
護
に
は
こ
の
ク
ラ
ブ
が
大
に
役
立
つ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
①

河
井
の
回
顧
で
伝
え
ら
れ
る
京
浜
外
国
人
へ
の
資
金
提
供
に
つ
い
て
は
震
災
の
翌
年
七
月
二
四
日
付
『
時
事
新
報
』
に
お
い
て
関

係
者
の
談
話
と
と
も
に
委
細
が
報
道
さ
れ
る
。
な
お
、
貴
族
院
議
員
と
し
て
善
後
会
役
員
に
選
ば
れ
、
ア
メ
リ
カ
ン
・
ス
ク
ー
ル
建

設
を
も
推
進
し
た
洋
画
家
黒
田
清
輝
は
、
こ
の
記
事
が
読
ま
れ
る
十
日
前
に
絶
筆
「
梅
林
」
を
遺
し
て
病
死
し
た
。

ホ
テ
ル
泊
り
は
困
難
な
外
人
独
身
者
の
大
寄
宿
舎
（
『
時
事
新
報
』）

◇
内
外
の
お
歴
々
が
奔
走
し
て
資
金
十
万
円
で
渋
谷
に
建
つ

昨
年
の
大
震
災
以
来
京
浜
在
住
の
各
国
外
人
中
で
、
資
力
の
あ
ま
り
豊
で
な
い
人
即
ち
学
校
教
員
と
か
会
社
の
タ
イ
ピ
ス
ト

と
云
ふ
様
な
人
々
は
、
俄
に
住
居
を
失
つ
て
非
常
に
困
つ
て
ゐ
る
。
と
云
つ
て
ホ
テ
ル
へ
行
け
ば
な
か
な
か
高
く
て
と
て
も
月

給
全
部
を
投
げ
出
し
て
も
足
り
な
い
と
云
ふ
始
末
、
そ
こ
で
こ
れ
が
救
済
と
し
て
何
処
か
へ
寄
宿
舎
の
様
な
も
の
を
作
つ
た
な

ら
と
、
米
国
事
情
に
最
も
精
通
し
て
ゐ
る
三
井
の
理
事
阪
井
徳
太
郎
氏
、
英
国
通
の
藤
沢
利
喜
太
郎
博
士
、
仏
国
通
の
故
黒
田
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清
輝
子
、
汎
太
平
洋
会
で
外
人
の
多
く
を
友
人
に
持
つ
河
井
貴
族
院
書
記
官
長
等
は
、
渋
沢
子
爵
を
委
員
長
に
仰
ぎ
極
力
奔
走

の
結
果
、
内
務
省
救
済
善
後
会
よ
り
六
万
五
千
円
、
徳
川
公
等
を
中
心
と
し
て
貴
族
の
み
で
組
織
さ
れ
て
ゐ
る
同
情
会
か
ら
一

万
五
千
円
、
外
に
米
材
約
二
千
石
（
価
格
約
一
万
五
千
円
）
及
び
寝
台
・
毛
布
・
暖
炉
・
卓
子
・
椅
子
・
シ
ー
ツ
等
の
家
具
約

五
千
円

総
合
計
十
万
円
を
得
た
の
で
、
此
程
前
記
諸
氏
は
英
・
米
・
仏
其
他
の
外
人
と
協
議
の
結
果
、
渋
谷
の
赤
十
字
病
院

前
に
あ
る
旧
感
化
院
跡
敷
地
三
千
坪
を
、
宮
内
省
よ
り
無
代
価
で
七
月
一
日
よ
り
向
ふ
三
ケ
年
借
用
し
、
大
規
模
の
外
人
寄
宿

舎
を
建
て
ゝ
前
記
の
人
人
を
救
ふ
外
に
、
在
留
外
人
の
子
弟
の
多
く
通
学
す
る
ア
メ
リ
カ
学
校
（
地
震
で
大
破
損
し
た
の
で
目

下
芝
浦
埋
立
地
に
バ
ラ
ツ
ク
校
舎
で
一
時
間
に
合
せ
て
ゐ
る
）
を
も
右
敷
地
内
に
建
て
、
又
之
等
寄
宿
舎
生
活
者
の
慰
安
を
目

的
と
す
る
集
会
所
も
二
・
三
百
坪
の
大
き
さ
で
作
り
、
演
説
会
場
や
活
動
上
映
舞
踏
用
等
に
供
す
る
仕
組
で
あ
る
。
因
に
ア
メ

リ
カ
学
校
の
生
徒
は
十
ケ
国
程
の
外
人
の
子
弟
を
含
み
、
外
国
生
れ
の
日
本
人
の
子
供
と
も
そ
の
生
徒
数
は
目
下
百
四
・
五
十

名
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
ン
・
ス
ク
ー
ル
を
第
一
に
建
て
る
。

◇
総
て
外
人
委
員
に
任
せ
て

阪
井
徳
太
郎
氏
語
る

右
に
付
き
阪
井
徳
太
郎
氏
は
語
る
「
此
企
て
は
昨
年
の
十
月
に
吾
々
が
、
思
ひ
付
い
た
の
で
す
が
、
当
時
感
化
院
跡
の
敷
地

の
中
に
一
・
二
の
人
が
住
ん
で
居
て
、
そ
の
人
々
が
立
退
き
を
延
引
し
た
の
で
、
遅
れ
遅
れ
て
遂
に
今
日
に
な
つ
た
の
で
す
。

外
国
人
の
委
員
と
し
て
は
米
国
側
セ
ー
ル
・
フ
レ
ー
ザ
ー
氏
、
ブ
レ
ー
キ
氏
メ
ー
ガ
ー
氏
、
バ
ー
ト
ン
氏
、
ヱ
リ
オ
ツ
ト
氏
の

五
人
、
英
国
側
英
国
領
事
ボ
ル
タ
氏
、
大
使
館
書
記
官
の
サ
ム
ソ
ン
氏
、
高
田
商
会
の
メ
ー
ソ
ン
氏
、
英
国
電
気
ス
ウ
ヰ
フ
ト

氏
、
及
び
ス
ト
ラ
ツ
サ
ー
氏
の
五
人
で
す
。
遅
く
も
九
月
ま
で
に
は
実
現
が
出
来
る
と
思
ひ
ま
す
が
、
一
番
急
を
要
す
る
の
は

外
人
子
弟
の
教
育
に
関
係
あ
る
ア
メ
リ
カ
ン
・
ス
ク
ー
ル
で
、
こ
れ
を
先
づ
第
一
に
建
て
る
考
で
す
、
寄
宿
者
は
独
身
者
を
原

則
と
し
ま
す
。
い
よ
い
よ
出
来
上
つ
た
上
は
一
切
の
権
能
を
前
記
の
外
人
委
員
に
任
せ
、
宿
泊
申
込
人
に
就
て
は
責
任
を
以
て

『
時
事
新
報
』
大
正
一
三
年
七
月
二
四
日
。『
渋
沢
栄
一
伝
記
資
料
』
第
四
十
巻
、
三
一
九
ー
三
二
一
頁
。

①
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選
択
す
る
こ
と
に
し
た
ら
と
思
ひ
ま
す
。」

◇
申
込
は
既
に
五
十
名

英
大
使
館
の
サ
氏
語
る

英
大
使
館
の
サ
ム
ソ
ン
氏
は
語
る
。
「
誠
に
結
構
な
企
て
で
、
吾
々
外
人
は
非
常
な
満
足
を
持
つ
て
感
謝
し
て
ゐ
る
次
第
で

す
。
唯
今
の
と
こ
ろ
申
込
者
は
既
に
五
十
名
程
で
す
が
、
愈
々
出
来
上
つ
た
暁
に
は
沢
山
の
申
込
み
者
が
あ
る
と
思
ひ
ま
す
。

規
則
に
は
別
に
露
国
人
は
入
れ
ぬ
と
か
独
逸
人
は
拒
否
す
る
と
か
云
ふ
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
之
れ
等
の
人
々
を
入
れ
る
場

合
は
充
分
素
質
を
調
べ
て
か
ら
に
し
た
い
と
思
ひ
ま
す.

。
私
は
ア
ジ
ア
協
会
の
会
員
で
す
が
、
協
会
と
し
て
種
々
学
術
的
演

説
や
集
会
を
希
望
し
て
も
、
従
来
は
安
価
で
便
利
な
家
が
な
く
て
困
り
ま
し
た
。
が
今
度
そ
れ
が
出
来
れ
ば
誠
に
好
都
合
で
す
。

夫
婦
者
は
独
身
者
と
は
多
少
事
情
も
ち
が
ひ
又
資
力
も
豊
で
す
か
ら
、
当
分
独
身
者
の
み
を
入
れ
る
事
に
な
る
だ
ら
う
と
思
ひ

ま
す
。」
①

こ
う
し
た
ア
メ
リ
カ
ン
・
ス
ク
ー
ル
の
建
設
以
外
に
、
善
後
会
に
よ
る
在
日
外
国
人
支
援
と
し
て
は
イ
ン
ド
人
留
学
生
へ
の
補
助

金
支
給
が
記
録
さ
れ
る
。
明
治
三
六
年
渋
沢
は
イ
ン
ド
と
の
交
流
・
親
善
の
た
め
、
大
隈
重
信
と
と
も
に
日
印
協
会
を
設
立
し
た
。

大
地
震
の
前
年
飛
鳥
山
に
お
い
て
同
協
会
の
総
会
が
開
か
れ
、
彼
が
第
三
代
会
頭
と
し
て
推
挙
さ
れ
る
。
横
浜
に
留
学
す
る
七
十
余

名
が
罹
災
し
て
、
う
ち
二
七
名
が
死
亡
し
、
三
五
名
が
神
戸
へ
避
難
し
た
。
渋
沢
に
よ
る
資
金
補
助
願
と
善
後
会
会
長
徳
川
家
達
の

救
済
承
認
書
を
転
写
す
る
。
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罹
災
印
度
人
救
済
資
金
補
助
願
（
渋
沢
栄
一
）

一
金
参
万
円
也

内
訳一

金
参
百
六
拾
円
也

学
生
学
資
補
助
金
壱
名
壱
ケ
年
分
（
一
ケ
月
金
三
十
円
ノ
割
）

一
金
壱
万
八
千
円
也

宿
舎
兼
事
務
所
（
百
弐
十
坪
ニ
テ
三
十
四
名
収
容
、
坪
金
百
五
十
円
ノ
割
）

一
金
四
千
弐
百
円
也

雑
作
費
（
互
斯
・
水
道
・
電
灯
取
付
費
用
ヲ
含
ミ
、
坪
金
三
十
五
円
ノ
割
）

一
金
参
千
壱
百
円
也

電
話
一

卓
上
電
話
三

一
金
参
千
九
百
四
拾
円
也

什
器
費

一
金
四
百
円
也

見
舞
金
（
在
東
京
罹
災
者
弐
名
分
）

以
上

右
金
額
ハ
本
会
ニ
於
テ
一
切
責
任
ヲ
負
ヒ
指
定
ノ
目
的
ニ
使
用
可
致
候
間
、何
卒
格
別
ノ
御
詮
議
ヲ
以
て
御
交
附
被
成
下
度
、

別
紙
理
由
書
相
添
ヘ
此
段
御
願
候
也

大
正
十
三
年
二
月
廿
二
日

日
印
協
会
会
頭

子
爵

渋
沢
栄
一

大
震
災
善
後
会
長

公
爵

徳
川
家
達
殿

［
理
由
書
］
大
震
災
ノ
為
メ
在
横
浜
印
度
人
約
七
十
名
ノ
内
死
亡
セ
ル
モ
ノ
二
十
八
名
、
帰
国
セ
ル
モ
ノ
数
名
ニ
テ
残
三
十
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五
名
ハ
悉
ク
神
戸
ニ
避
難
セ
リ
、
此
内
壱
名
ハ
東
京
高
工
学
生
ニ
テ
震
災
前
ノ
如
ク
働
テ
学
資
金
ノ
不
足
ヲ
補
フ
能
ハ
ザ
ル
故

本
会
ハ
之
ヲ
援
助
シ
ツ
ヽ
ア
リ
、
又
貿
易
業
ニ
従
事
セ
シ
三
十
四
名
ノ
モ
ノ
ハ
再
ビ
横
浜
ニ
テ
業
務
ニ
復
セ
ン
コ
ト
ヲ
切
望
シ

居
ル
モ
、
復
興
容
易
ナ
ラ
ズ
困
憊
ノ
状
黙
視
ス
ル
ニ
忍
ビ
ザ
ル
ヲ
以
テ
、
本
会
ハ
国
際
的
ニ
人
道
ノ
大
義
ヲ
完
フ
シ
且
ツ
他
日

日
印
貿
易
復
興
ノ
基
礎
タ
ラ
シ
メ
ン
ガ
為
メ
、
先
ヅ
彼
等
ニ
宿
舎
兼
事
務
所
ヲ
与
ヘ
ン
ト
欲
シ
、
別
紙
願
書
ノ
通
リ
計
画
ヲ
立

テ
、
同
建
物
ノ
敷
地
ハ
目
下
横
浜
市
及
神
奈
川
県
ニ
交
渉
ヲ
進
メ
ツ
ヽ
ア
リ
、
猶
ホ
此
外
東
京
印
度
人
中
ノ
罹
災
者
式
名
ニ
対

シ
テ
モ
見
舞
金
ヲ
贈
呈
シ
、
此
機
会
ニ
於
テ
日
印
親
善
ノ
実
ヲ
挙
ゲ
ン
事
ヲ
期
ス
、
貴
会
幸
ニ
本
会
ノ
微
意
ノ
ア
ル
所
ヲ
察
シ
、

特
別
ニ
御
援
助
ヲ
与
ヘ
ラ
レ
ン
事
ヲ
懇
願
ス
。

罹
災
印
度
人
救
済
資
金
承
認
（
徳
川
家
達
）

日
印
協
会
々
長

子
爵

渋
沢
栄
一
殿

大
正
十
三
年
二
月
二
十
九
日

大
震
災
善
後
会
々
長

公
爵

徳
川
家
達

印

拝
啓
、
陳
者
予
テ
御
請
願
ニ
係
ル
仕
会
事
業
資
金
補
助
ノ
件
聴
届
ケ
、
横
浜
市
ニ
於
ケ
ル
罹
災
印
度
人
ノ
宿
舎
及
事
務
所
建

設
事
業
ニ
対
シ
金
壱
万
円
也
ヲ
交
付
ス
ル
コ
ト
ニ
決
定
致
候
、
就
テ
ハ
左
記
ノ
件
々
御
諒
承
ノ
上
速
ニ
震
災
救
護
ノ
実
績
ヲ
挙

ケ
ラ
レ
候
様
致
度
此
段
申
進
候
也

記

一
、
前
記
金
額
ハ
該
事
業
ノ
建
築
、
設
備
費
ニ
充
当
セ
ラ
レ
度

但
現
金
ハ
其
工
事
着
手
ノ
報
告
ヲ
以
テ
交
付
可
致

一
、
事
業
実
施
ノ
状
況
ハ
随
時
視
察
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ



日
印
協
会
参
考
書
類
『
渋
沢
栄
一
伝
記
資
料
』
第
三
六
巻
、
五
三
ー
五
四
頁
。

①

招
客
書
類
（
二
）『
渋
沢
栄
一
伝
記
資
料
』
第
三
八
巻
、
六
〇
五
ー
六
〇
六
頁
。

②
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一
、
事
業
実
施
後
ハ
詳
細
ナ
ル
御
報
告
ヲ
得
度

以
上

①

東
洋
人
で
初
め
て
ノ
ー
ベ
ル
賞
に
輝
い
た
イ
ン
ド
の
詩
人
タ
ゴ
ー
ル
は
、
関
東
大
震
災
の
翌
年
六
月
再
び
日
本
を
訪
れ
た
。
日
印

協
会
の
会
頭
と
し
て
渋
沢
は
、日
本
女
子
大
学
で
の
講
演
な
ど
付
添
い
、飛
鳥
山
の
曖
依
村
荘
に
お
い
て
歓
迎
の
茶
話
会
を
催
し
た
。

こ
う
し
た
講
演
や
会
合
に
際
し
て
タ
ゴ
ー
ル
は
震
災
に
抗
す
る
民
族
に
理
解
と
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
拡
大
す
る
諸
国
の

②排
日
運
動
と
日
本
の
対
外
侵
略
に
憂
慮
を
示
し
た
と
さ
れ
る
。
貴
重
な
史
料
と
し
て
渋
沢
の
回
顧
と
両
者
の
往
復
書
簡
を
こ
こ
に
掲

げ
る
。

渋
沢
栄
一
「
予
と
タ
ゴ
ー
ル
翁
」

タ
ゴ
ー
ル
翁
と
は
八
年
前
に
来
ら
れ
た
時
、
日
本
女
子
大
学
校
長
成
瀬
仁
蔵
氏
の
紹
介
で
始
め
て
会
つ
た
、
其
時
翁
は
横
浜

の
原
富
太
郎
氏
の
三
渓
園
に
滞
在
し
て
居
ら
れ
た
の
で
、
成
瀬
氏
と
共
に
御
訪
ね
し
て
御
飯
を
一
緒
に
喰
べ
、
通
訳
に
よ
つ
て

談
話
を
交
へ
た
の
で
あ
つ
た

こ
の
前
年
の
縁
故
も
あ
り
、
再
度
の
渡
日
に
骨
を
折
つ
た
り
歓
迎
奔
走
し
て
居
る
、
高
楠
順
次
郎
博
士
・
姉
崎
正
治
博
士
・

山
田
三
良
博
士
や
、
従
来
印
度
と
関
係
の
深
い
人
々
な
ど
か
ら
相
談
も
あ
つ
た
か
ら
、
滞
在
中
は
便
宜
に
旅
行
さ
せ
度
い
と
思
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ひ
、
一
日
私
の
家
も
訪
問
し
て
貰
ひ
、
茶
話
会
を
開
き
度
い
と
思
つ
て
、
少
し
は
力
添
へ
も
し
、
本
年
六
月
十
二
日
に
は
、
茶

話
会
を
開
い
た
や
う
な
訳
で
あ
る
。

滞
在
は
僅
か
に
十
日
か
ら
十
三
日
ま
で
の
四
日
間
で
あ
つ
た
が
、
此
の
間
四
・
五
回
会
見
し
た
か
ら
八
年
前
よ
り
は
親
し
く

話
し
会
ふ
こ
と
も
出
来
た
、
そ
の
人
と
な
り
は
仙
人
と
も
云
ふ
べ
く
、
そ
の
風
釆
態
度
も
高
尚
で
脱
俗
的
で
あ
つ
た
、
風
采
態

度
ば
か
り
で
な
く
人
格
も
脱
俗
的
で
気
高
く
、思
想
も
高
遠
の
人
と
云
つ
て
よ
い
、況
ん
や
詩
人
で
あ
る
と
云
ふ
こ
と
で
あ
る
。
。

詩
と
云
へ
ば
、
私
も
漢
詩
は
や
る
し
、
人
の
詩
も
理
解
す
る
丈
の
力
を
有
つ
居
る
積
り
で
あ
る
が
、
西
洋
の
詩
は
判
ら
ぬ
、

併
し
は
翁
は
話
が
上
手
で
あ
り
、
云
ふ
こ
と
に
余
韻
が
あ
つ
た
か
ら
、
詩
人
で
あ
る
と
云
ふ
こ
と
は
さ
う
云
ふ
所
か
ら
も
窺
は

れ
た
、
か
う
云
う
人
と
交
は
り
を
結
ん
で
居
れ
ば
益
を
受
け
る
こ
と
が
多
い
と
思
つ
た
。

翁
は
、
着
京
早
々
十
日
の
晩
日
本
女
子
大
学
に
来
ら
れ
、
日
本
の
女
子
に
対
す
る
教
育
の
必
要
を
説
き
、
社
会
の
進
歩
に
つ

れ
益
々
そ
の
必
要
あ
る
こ
と
を
訓
戒
的
に
説
か
れ
た
、
尤
も
な
説
の
や
う
に
思
つ
た
。

十
一
日
に
は
日
本
工
業
倶
楽
部
に
於
て
一
場
の
講
演
を
や
つ
た
が
、
意
義
あ
る
内
容
で
あ
つ
た
が
為
に
、
千
二
・
三
百
の
聴

講
者
が
皆
し
と
や
か
に
謹
聴
し
、
少
し
も
喧
騒
の
様
を
見
な
か
つ
た
、
そ
の
梗
概
は
、
日
本
の
昨
年
は
震
火
災
に
遭
遇
し
、
今

年
は
又
人
為
上
の
或
関
係
に
於
て
悩
ま
さ
れ
て
居
る
、
即
ち
昨
年
は
自
然
が
意
外
な
る
惨
状
を
日
本
に
加
へ
た
が
為
め
に
、
日

本
人
は
非
常
な
る
災
害
に
苦
し
ん
だ
、
併
し
日
本
人
が
今
や
復
興
に
努
力
し
て
止
ま
ぬ
意
義
の
あ
る
の
は
頼
も
し
い
、
こ
の
災

害
は
自
然
で
あ
る
か
ら
之
れ
を
防
ぐ
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
今
年
の
も
の
は
人
為
の
被
害
で
あ
つ
た
。
日
本
人
は
内
心
之
れ
を

憤
慨
し
て
居
る
と
想
像
す
る
け
れ
ど
も
、
外
部
は
至
つ
て
温
健
・
質
実
で
あ
る
の
が
頼
母
し
い
、
之
れ
を
憤
激
し
て
道
理
を
外

れ
る
や
う
な
過
激
に
過
ぎ
て
は
な
ら
ぬ
。
国
際
的
に
は
知
識
と
力
を
以
て
進
み
、
事
実
に
於
て
は
暴
戻
圧
迫
を
事
と
し
て
居
る

も
の
が
あ
る
、
個
人
間
に
於
て
は
温
情
的
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
国
際
間
に
な
れ
ば
少
し
も
仮
借
す
る
こ
と
な
く
、
人
の
迷
惑
す
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る
こ
と
を
何
と
も
思
は
ぬ
も
の
が
あ
る
、
強
者
が
勝
手
に
弱
者
を
い
じ
め
た
な
ら
ば
平
和
は
保
つ
こ
と
が
出
来
な
い
で
は
な
い

か
。
右
の
や
う
な
こ
と
を
各
方
面
か
ら
説
き
、
之
れ
を
改
め
る
に
は
、
政
治
を
道
徳
化
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
云
ふ
風
に
解
決

し
た
や
う
で
あ
つ
た
。
そ
の
趣
旨
も
よ
し
、
言
葉
が
豊
富
で
、
言
葉
の
使
ひ
方
も
上
手
で
あ
り
、
雄
弁
家
と
云
ふ
よ
り
も
、
壮

重
な
演
説
で
あ
つ
た
と
云
ふ
こ
と
が
出
来
る
、
日
本
の
時
事
を
論
じ
、
欧
米
殊
に
強
者
・
智
者
の
横
暴
を
除
か
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
な
ど
要
領
得
た
も
の
で
あ
つ
た
。

十
二
日
は
茶
話
会
で
あ
つ
た
か
ら
緩
く
り
話
し
合
ふ
積
り
で
居
た
が
、
日
本
の
音
楽
を
聴
き
度
ひ
と
云
ふ
の
で
、
琴
・
三
味

線
・
尺
八
を
聴
か
せ
る
こ
と
に
し
て
二
時
間
ば
か
り
早
く
来
て
貰
つ
た
、
此
の
時
は
多
勢
の
人
を
呼
ば
ず
に
少
し
ば
か
り
思
想

界
の
人
に
来
て
貰
つ
た
。
其
の
時
私
は
こ
う
云
ふ
質
問
を
出
し
た
、
そ
れ
は
人
人
の
進
歩
を
図
る
為
め
に
は
、
洋
の
東
西
を
問

は
ず
、
古
今
を
論
ぜ
ず
知
識
を
進
め
る
こ
と
に
努
力
し
て
居
る
、
知
識
の
進
歩
は
科
学
の
進
歩
と
な
り
、
船
が
出
来
、
電
気
が

出
来
、
肥
料
が
出
来
、
そ
し
て
富
と
力
に
な
る
が
、
富
と
力
を
得
れ
ば
相
争
ふ
や
う
に
な
る
、
さ
う
す
れ
ば
結
局
知
識
の
向
上

は
、
個
人
の
富
と
力
と
に
な
れ
ば
大
な
る
罪
悪
を
作
る
の
が
知
識
で
あ
る
と
さ
れ
る
の
が
通
例
で
あ
る
、
さ
う
な
れ
ば
知
識
を

学
校
で
勧
め
る
こ
と
は
罪
悪
を
勧
め
て
居
る
や
う
な
も
の
で
あ
る
、之
に
対
す
る
方
策
は
ど
う
で
あ
る
か
と
云
ふ
の
で
あ
つ
た
。

す
る
と
翁
は
、
知
識
が
富
と
な
る
の
は
悪
く
な
い
が
、
力
と
な
る
と
悪
く
な
る
か
ら
い
け
な
い
、
富
は
決
し
て
自
己
単
独
で

出
来
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
凡
て
を
潤
す
や
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
世
の
中
に
は
知
識
に
よ
り
て
富
を
作
り
、
富
に
よ

り
て
罪
悪
を
犯
す
も
の
が
あ
る
、
こ
の
や
う
な
知
識
を
有
つ
て
居
る
の
が
い
け
な
い
の
で
あ
る
、
例
へ
ば
富
が
邸
宅
を
作
つ
た

と
す
る
と
、
そ
れ
が
平
均
す
る
や
う
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
答
へ
ら
れ
た
。

第
二
に
私
は
人
種
問
題
に
つ
い
て
質
問
し
た
、
十
二
・
三
年
前
、
孫
逸
仙
氏
が
来
ら
れ
た
時
、
氏
は
東
洋
人
種
は
白
哲
人
種

に
拮
抗
す
る
や
う
に
奮
励
努
力
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
云
う
て
、
有
色
人
種
と
無
色
人
種
と
を
相
競
は
し
む
る
が
如
き
思
想
を
説
い

渋
沢
栄
一
「
予
と
タ
ゴ
ー
ル
翁
」『
東
京
市
養
育
院
月
報
』
第
二
八
一
号
（
大
正
一
三
年
一
二
月
）
一
―
四
頁
。『
渋
沢
栄
一

①

伝
記
資
料
』
第
三
八
巻
、
六
〇
六
ー
六
〇
八
頁
。

- 14/16 -

た
、
併
し
私
は
人
種
を
色
別
に
し
て
奮
励
さ
せ
る
の
が
よ
く
な
い
と
思
つ
て
、
日
光
は
決
し
て
植
物
に
よ
つ
て
区
別
は
し
て
居

な
い
、
大
根
の
白
い
花
も
菜
種
の
黄
い
花
も
日
光
は
同
じ
く
照
し
て
居
る
、
神
と
云
ふ
も
の
も
、
植
物
や
動
物
の
色
に
よ
つ
て

好
悪
が
あ
る
べ
き
で
は
な
い
、
春
は
花
は
色
が
違
つ
て
同
じ
く
春
を
飾
つ
て
居
る
で
は
な
い
か
、
故
に
色
に
よ
つ
て
相
闘
は
し

め
る
こ
と
は
い
け
な
い
、
先
方
で
も
此
方
で
も
、
さ
う
云
ふ
事
は
止
め
た
が
よ
い
と
話
し
た
こ
と
が
あ
る
、
孫
氏
は
ど
う
云
ふ

考
へ
に
な
つ
て
居
る
か
知
ら
ぬ
が
、
私
は
今
も
同
様
に
考
へ
て
居
る
、
こ
れ
は
ど
う
か
と
云
ふ
と
、
翁
は
之
に
は
論
が
な
い
と

云
つ
て
同
意
さ
れ
た
。

更
に
教
育
問
題
、
国
際
問
題
に
つ
い
て
問
は
ん
と
し
た
が
、
音
楽
の
時
間
が
来
た
の
で
よ
し
た
、
教
育
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

ベ
ン
ガ
ル
語
で
書
い
た
も
の
が
あ
る
か
ら
英
語
に
訳
し
て
贈
る
と
云
ふ
約
束
を
し
た
。
翌
晩
演
伎
座
に
行
つ
て
芝
居
を
見
た
の

で
話
を
す
る
暇
も
な
か
つ
た
、
十
三
日
に
は
板
橋
の
養
育
院
を
暫
時
で
も
よ
い
か
ら
見
て
貰
ひ
度
い
と
云
ふ
と
、
来
て
呉
れ
た

が
、
貧
民
の
施
設
を
斯
く
ま
で
や
つ
て
居
る
の
は
感
心
た
と
称
め
て
呉
れ
た
お
世
辞
も
あ
つ
た
か
も
知
れ
ぬ
、
斯
く
の
如
き
有

様
で
別
れ
た
が
、
要
す
る
に
変
つ
た
詩
人
で
あ
る
と
思
つ
た
、
印
度
の
土
地
が
あ
の
や
う
で
あ
つ
て
、
境
遇
や
環
境
が
進
歩
的

で
な
く
、
自
ら
進
歩
向
上
し
よ
う
と
し
て
も
六
ケ
し
い
為
め
で
も
あ
ら
う
が
、
翁
は
理
想
的
に
傾
い
て
活
動
的
で
も
な
く
、
進

歩
的
な
所
が
乏
し
く
は
な
い
か
と
思
は
れ
た
。
①
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渋
沢
栄
一

ラ
ビ
ン
ド
ラ
ナ
ー
ト
・
タ
ゴ
ー
ル
宛
大
正
一
三
年
六
月
一
七
日
付
書
翰
控

大
正
十
三
年
六
月
十
七
日

渋
沢
栄
一

ラ
ビ
ン
ド
ラ
ナ
ス
・
タ
ゴ
ー
ル
様

拝
啓
、
貴
下
の
東
京
御
滞
在
は
極
め
て
短
日
時
に
候
し
も
、
諸
種
の
機
会
に
於
て
御
目
に
懸
る
を
得
た
る
は
老
生
の
欣
快
措

く
能
は
ざ
る
処
に
御
座
候
、
貴
下
の
試
み
ら
れ
た
る
講
演
及
座
談
は
、
人
生
の
根
本
義
に
触
れ
極
め
て
高
尚
な
る
も
の
に
候
、

道
徳
の
理
想
に
生
き
精
神
的
生
活
を
渇
仰
す
る
人
に
と
り
て
は
、
貴
下
の
御
来
遊
は
最
も
印
象
深
き
も
の
に
御
座
候

老
生
を
始
め
養
育
院
の
吏
員
は
貴
下
の
御
来
訪
を
永
く
記
念
し
、
此
事
業
に
対
す
る
御
親
切
な
る
御
言
葉
を
も
忘
る
間
敷
候

老
生
は
教
育
及
将
来
の
平
和
に
関
す
る
御
意
見
を
、
拝
聴
致
す
べ
き
時
間
無
か
り
し
事
は
深
く
遺
憾
と
す
る
処
に
御
座
候
、

乍
併
教
育
問
題
に
就
て
は
ベ
ン
ガ
ル
語
の
御
著
述
を
英
訳
せ
し
め
ら
れ
御
送
附
可
被
下
由
に
て
、
御
厚
志
有
難
拝
読
の
機
会
を

深
く
期
待
罷
在
候

拙
宅
に
御
来
訪
の
節
、
撮
影
致
候
活
動
写
真
映
画
一
巻
、
桜
井
義
肇
氏
に
托
し
贈
呈
仕
候
間
、
記
念
の
御
土
産
と
し
て
御
受

納
被
下
候
は
ゞ
本
懐
に
存
候

終
に
臨
み
再
会
を
期
待
し
、
尚
ほ
無
事
御
帰
国
被
遊
候
様
祈
上
候

敬
具

（
右
英
文
書
翰
ハ
同
日
付
発
送
セ
ラ
レ
タ
リ
）

ラ
ビ
ン
ド
ラ
ナ
ー
ト
・
タ
ゴ
ー
ル

渋
沢
栄
一
宛
一
九
二
四
年
六
月
二
一
日
付
書
翰

渋
沢
栄
一
「
書
簡
控
」
お
よ
び
ラ
ビ
ン
ド
ラ
ナ
ー
ト
・
タ
ゴ
ー
ル
「
書
簡
」『
渋
沢
栄
一
伝
記
資
料
』
第
三
八
巻
、
六
〇
九
ー

①六
一
〇
頁
。

- 16/16 -

（
六
月
廿
七
日
入
手

渋
沢
邦
訳
）

一
九
二
四
年
六
月
廿
一
日

ラ
ビ
ン
ド
ラ
ナ
ス
・
タ
ゴ
ー
ル

渋
沢
子
爵
閣
下

拝
啓
、
活
動
写
真
の
映
画
を
御
送
り
被
下
真
に
難
有
奉
存
候
、
右
に
よ
り
非
常
に
愉
快
な
り
し
会
見
を
永
久
に
記
念
す
る
を

得
べ
し
と
存
候

小
生
の
英
文
講
演
集
出
来
次
第
一
部
送
呈
仕
度
と
存
居
候
、
猶
ほ
東
洋
文
化
の
中
心
に
関
し
て
懐
抱
す
る
吾
人
の
理
想
に
関

し
、
閣
下
が
多
大
の
興
味
を
抱
か
れ
候
事
誠
に
難
有
、
将
来
永
年
此
件
に
就
て
十
分
な
る
御
協
力
を
御
願
申
上
度
と
存
候
猶
ほ

今
日
の
確
乎
た
る
友
誼
に
就
て
も
宜
敷
御
願
申
上
度
と
存
候

敬
具

①


